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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータ及びオーディオデータを処理する本体装置と、前記本体装置に接続されて
前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する外部記録装置とを有する記録再生
システムであって、
　前記外部記録装置は、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生部と、
　前記記録再生部で記録再生するビデオデータ及びオーディオデータを、前記本体装置と
の間で入出力する入出力部と、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータの記録再生を指示する記録再生用操作子と、
　メニュー画面を表示する表示部と、
　前記メニュー画面の表示を指示すると共に、前記メニュー画面に表示したメニューを選
択するメニュー用操作子と、
　前記記録再生部、前記表示部の動作を制御する制御部とを備え、
　前記本体装置は、
　前記外部記録装置との間で、前記ビデオデータ及びオーディオデータを入出力する入出
力部と、
　前記本体装置の入出力部で入出力する前記ビデオデータ及びオーディオデータを処理す
る処理部と、
　メニュー画面を表示する表示部と、
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　前記メニュー画面の表示を指示すると共に、前記メニュー画面に表示したメニューを選
択するメニュー用操作子と、
　前記処理部、前記表示部の動作を制御する制御部とを有し、
　前記外部記録装置の制御部は、
　前記外部記録装置のメニュー用操作子の操作に応動して前記表示部に前記メニュー画面
を表示し、前記外部記録装置のメニュー用操作子を操作して選択された前記メニュー画面
のメニューに応じて前記記録再生部の設定を受け付け、
　前記記録再生用操作子の操作に応動して、該受け付けた設定で、前記記録再生部を制御
して前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生し、
　前記本体装置の制御部は、
　前記外部記録装置が接続されていない場合、前記本体装置のメニュー用操作子の操作に
応動して前記表示部にメニュー画面を表示し、前記本体装置のメニュー用操作子を操作し
て選択された前記メニュー画面のメニューに応じて前記処理部の設定を受け付け、
　該受け付けた設定で、前記処理部を制御して前記ビデオデータ及びオーディオデータを
処理し、
　前記外部記録装置の制御部及び前記本体装置の制御部は、
　前記外部記録装置が前記本体装置に接続されると、前記外部記録装置の前記メニュー画
面で表示するメニューを前記本体装置に通知し、
　該通知したメニューを前記本体装置のメニュー画面で表示して、前記本体装置のメニュ
ー用操作子で、該通知したメニューの選択を受け付ける
　ことを特徴とする記録再生システム。
【請求項２】
　前記本体装置の処理部が、前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録
再生部であり、
　前記本体装置は、
　前記本体装置の記録再生部で記録するビデオデータ及びオーディオデータを出力する撮
像部と、
　前記本体装置の記録再生部における前記ビデオデータ及びオーディオデータの記録再生
を指示する記録再生用操作子とを備え、
　前記本体装置の制御部は、
　前記表示部で、前記本体装置の記録再生部で記録再生するビデオデータのモニタ画像を
表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の記録再生システム。
【請求項３】
　前記外部記録装置の制御部及び前記本体装置の制御部は、
　前記本体装置の記録再生用操作子の操作に応動して、前記外部記録装置の記録再生部を
制御して前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する
　ことを特徴とする請求項２に記載の記録再生システム。
【請求項４】
　前記本体装置の制御部は、
　前記本体装置のステータスを前記本体装置の表示部で表示し、
　前記外部記録装置が接続されると、前記外部記録装置のステータスを前記外部記録装置
から取得し、前記本体装置の表示部で表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の記録再生システム。
【請求項５】
　ビデオデータ及びオーディオデータを処理する本体装置に接続されて、前記ビデオデー
タ及びオーディオデータを記録再生する記録再生装置であって、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生部と、
　前記記録再生部で記録再生するビデオデータ及びオーディオデータを、前記本体装置と
の間で入出力する入出力部と、
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　前記ビデオデータ及びオーディオデータの記録再生を指示する記録再生用操作子と、
　メニュー画面を表示する表示部と、
　前記メニュー画面の表示を指示すると共に、前記メニュー画面に表示したメニューを選
択するメニュー用操作子と、
　前記記録再生部、前記表示部の動作を制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、
　前記メニュー用操作子の操作に応動して前記表示部に前記メニュー画面を表示し、前記
メニュー用操作子を操作して選択された前記メニュー画面のメニューに応じて前記記録再
生部の設定を受け付け、
　前記記録再生用操作子の操作に応動して、該受け付けた設定で、前記記録再生部を制御
して前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生し、
　前記本体装置に接続されると、前記メニュー画面で表示するメニューを前記本体装置に
通知し、前記本体装置で、前記記録再生部の設定を受け付ける
　ことを特徴とする記録再生装置。
【請求項６】
　ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する外部記録装置が接続可能な、前記ビ
デオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生装置であって、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生部と、
　前記記録再生部で記録再生するビデオデータ及びオーディオデータを、前記外部記録装
置との間で入出力する入出力部と、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータの記録再生を指示する記録再生用操作子と、
　メニュー画面を表示する表示部と、
　前記メニュー画面の表示を指示すると共に、前記メニュー画面に表示したメニューを選
択するメニュー用操作子と、
　前記記録再生部、前記表示部の動作を制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、
　前記外部記録装置が接続されていない場合、前記メニュー用操作子の操作に応動して前
記表示部にメニュー画面を表示し、前記メニュー用操作子を操作して選択された前記メニ
ュー画面のメニューに応じて前記記録再生部の設定を受け付け、
　前記記録再生用操作子の操作に応動して、該受け付けた設定で、前記記録再生部を制御
して前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生し、
　前記外部記録装置が接続されると、前記外部記録装置の動作を設定するメニューを前記
外部記録装置から取得して表示し、前記メニュー用操作子の操作に応動してメニューの選
択を受け付け、該選択されたメニューを前記外部記録装置に通知して前記外部記録装置の
動作を設定する
　ことを特徴とする記録再生装置。
【請求項７】
　ビデオデータ及びオーディオデータを処理する本体装置に接続されて、前記ビデオデー
タ及びオーディオデータを記録再生する記録再生装置の制御方法であって、
　前記記録再生装置は、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生部と、
　前記記録再生部で記録再生するビデオデータ及びオーディオデータを、前記本体装置と
の間で入出力する入出力部と、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータの記録再生を指示する記録再生用操作子と、
　メニュー画面を表示する表示部と、
　前記メニュー画面の表示を指示すると共に、前記メニュー画面に表示したメニューを選
択するメニュー用操作子とを備え、
　前記制御方法は、
　前記メニュー用操作子の操作に応動して前記表示部に前記メニュー画面を表示し、前記
メニュー用操作子を操作して選択された前記メニュー画面のメニューに応じて前記記録再
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生部の設定を受け付けるメニュー画面による設定受け付けステップと、
　前記記録再生用操作子の操作に応動して、該受け付けた設定で、前記記録再生部を制御
して前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生ステップと、
　前記本体装置に接続されると、前記メニュー画面で表示するメニューを前記本体装置に
通知し、前記本体装置で、前記記録再生部の設定を受け付ける本体装置による設定受け付
けステップとを有する
　ことを特徴とする記録再生装置の制御方法。
【請求項８】
　ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する外部記録装置が接続可能な、前記ビ
デオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生装置の制御方法であって、
　前記記録再生装置は、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生部と、
　前記記録再生部で記録再生するビデオデータ及びオーディオデータを、前記外部記録装
置との間で入出力する入出力部と、
　前記ビデオデータ及びオーディオデータの記録再生を指示する記録再生用操作子と、
　メニュー画面を表示する表示部と、
　前記メニュー画面の表示を指示すると共に、前記メニュー画面に表示したメニューを選
択するメニュー用操作子とを備え、
　前記制御方法は、
　前記外部記録装置が接続されていない場合、前記メニュー用操作子の操作に応動して前
記表示部にメニュー画面を表示し、前記メニュー用操作子を操作して選択された前記メニ
ュー画面のメニューに応じて前記記録再生部の設定を受け付けるメニュー画面による設定
受け付けステップと、
　前記記録再生用操作子の操作に応動して、該受け付けた設定で、前記記録再生部を制御
して前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生ステップと、
　前記外部記録装置が接続されると、前記外部記録装置の動作を設定するメニューを前記
外部記録装置から取得して表示し、前記メニュー用操作子の操作に応動してメニューの選
択を受け付け、該選択されたメニューを前記外部記録装置に通知して前記外部記録装置の
動作を設定する外部記録装置の設定ステップとを有する
　ことを特徴とする記録再生装置の制御方法。
                                                                                
                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録再生システム、記録再生装置及び記録再生装置の制御方法に関し、例え
ばカメラ一体型ビデオテープレコーダとこのカメラ一体型ビデオテープレコーダに接続さ
れた外部記録装置とのシステムに適用することができる。本発明は、本体装置に外部記録
装置が接続された場合には、本体装置に外部記録装置のメニューを通知して本体装置で外
部記録装置の設定を受け付けることにより、各種映像機器に接続可能に外部記録装置を小
型に作成して、各種操作子、警告表示部等を設ける場合でも、本体機器に接続した場合の
使い勝手の劣化を有効に回避することができるようにする。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カメラ一体型ビデオテープレコーダでは、撮像手段で取得した撮像結果を、磁気
テープ、光ディスク、ハードディスク装置、メモリカード等の記録媒体に記録している。
【０００３】
　このようなカメラ一体型ビデオテープレコーダに関して、特開平２－２８０５７５号公
報には、ビデオテープレコーダを外部接続可能とし、内蔵の記録再生部が故障等した場合
でも、外部接続したビデオテープレコーダで撮像結果を記録可能とする構成が提案されて
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いる。
【０００４】
　ところでハードディスク装置等の外部記録装置を、カメラ一体型ビデオテープレコーダ
に接続して撮像結果を記録再生可能とすれば、従来に比して格段に長時間、撮像結果を記
録することができる。またこの外部記録装置を小型、軽量に作成すれば、カメラ一体型ビ
デオテープレコーダの機動性を損なわないようにすることができる。従ってカメラ一体型
ビデオテープレコーダの使い勝手を一段と向上することができると考えられる。
【０００５】
　またこのような外部記録装置に各種操作子、警告表示部等を設け、単体で操作可能に構
成すれば、種々の映像機器に接続して映像コンテンツを記録することができ、便利である
と考えられる。
【０００６】
　しかしながらこのように各種映像機器に接続可能に外部記録装置を小型に作成して、各
種操作子、警告表示部等を設けるようにすると、外部記録装置の限られたスペースに各種
操作子、警告表示部等を設けることが必要になり、カメラ一体型ビデオテープレコーダ等
の本体機器に接続した場合に、使い勝手が悪くなる問題がある。
【特許文献１】特開平２－２８０５７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
  本発明は以上の点を考慮してなされたもので、各種映像機器に接続可能に外部記録装置
を小型に作成して、各種操作子、警告表示部等を設ける場合でも、本体機器に接続した場
合の使い勝手の劣化を有効に回避することができる記録再生システム、記録再生装置及び
記録再生装置の制御方法を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するため請求項１の発明は、ビデオデータ及びオーディオデータを処
理する本体装置と、前記本体装置に接続されて前記ビデオデータ及びオーディオデータを
記録再生する外部記録装置とを有する記録再生システムに適用して、前記外部記録装置が
前記本体装置に接続されると、前記外部記録装置の前記メニュー画面で表示するメニュー
を前記本体装置に通知し、該通知したメニューを前記本体装置のメニュー画面で表示して
、前記本体装置のメニュー用操作子で、該通知したメニューの選択を受け付けるようにす
る。
【０００９】
　また請求項５の発明は、ビデオデータ及びオーディオデータを処理する本体装置に接続
されて、前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生装置に適用して
、前記本体装置に接続されると、前記メニュー画面で表示するメニューを前記本体装置に
通知し、前記本体装置で、前記記録再生部の設定を受け付ける。
【００１０】
　また請求項６の発明は、ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する外部記録装
置が接続可能であって、前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生
装置に適用して、前記外部記録装置が接続されていない場合、前記メニュー用操作子の操
作に応動して前記表示部にメニュー画面を表示し、前記メニュー用操作子を操作して選択
された前記メニュー画面のメニューに応じて前記記録再生部の設定を受け付け、前記記録
再生用操作子の操作に応動して、該受け付けた設定で、前記記録再生部を制御して前記ビ
デオデータ及びオーディオデータを記録再生し、前記外部記録装置が接続されると、前記
外部記録装置の動作を設定するメニューを前記外部記録装置から取得して表示し、前記メ
ニュー用操作子の操作に応動してメニューの選択を受け付け、該選択されたメニューを前
記外部記録装置に通知して前記外部記録装置の動作を設定する。
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　また請求項７の発明は、ビデオデータ及びオーディオデータを処理する本体装置に接続
されて、前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生装置の制御方法
に適用して、前記メニュー用操作子の操作に応動して前記表示部に前記メニュー画面を表
示し、前記メニュー用操作子を操作して選択された前記メニュー画面のメニューに応じて
前記記録再生部の設定を受け付けるメニュー画面による設定受け付けステップと、前記記
録再生用操作子の操作に応動して、該受け付けた設定で、前記記録再生部を制御して前記
ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生ステップと、前記本体装置に
接続されると、前記メニュー画面で表示するメニューを前記本体装置に通知し、前記本体
装置で、前記記録再生部の設定を受け付ける本体装置による設定受け付けステップとを有
するようにする。
【００１１】
　また請求項８の発明は、ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する外部記録装
置が接続可能であって、前記ビデオデータ及びオーディオデータを記録再生する記録再生
装置の制御方法に適用して、前記外部記録装置が接続されていない場合、前記メニュー用
操作子の操作に応動して前記表示部にメニュー画面を表示し、前記メニュー用操作子を操
作して選択された前記メニュー画面のメニューに応じて前記記録再生部の設定を受け付け
るメニュー画面による設定受け付けステップと、前記記録再生用操作子の操作に応動して
、該受け付けた設定で、前記記録再生部を制御して前記ビデオデータ及びオーディオデー
タを記録再生する記録再生ステップと、前記外部記録装置が接続されると、前記外部記録
装置の動作を設定するメニューを前記外部記録装置から取得して表示し、前記メニュー用
操作子の操作に応動してメニューの選択を受け付け、該選択されたメニューを前記外部記
録装置に通知して前記外部記録装置の動作を設定する外部記録装置の設定ステップとを有
するようにする。
【００１２】
　請求項１の構成によれば、本体装置の操作で外部記録装置を種々に設定することができ
る。従って外部記録装置を小型に作成して、各種操作子、警告表示部等を設けるようにし
ても、本体装置に接続した場合には、使い勝手の劣化を有効に回避することができる。
【００１３】
　また請求項５又は請求項７の構成によれば、本体装置の操作で記録再生装置を種々に設
定することができる。従って記録再生装置を小型に作成して、各種操作子、警告表示部等
を設けるようにしても、本体装置に接続した場合には、使い勝手の劣化を有効に回避する
ことができる。
【００１４】
　また請求項６又は請求項８の構成によれば、記録再生装置の操作で外部記録装置を種々
に設定することができる。従って外部記録装置を小型に作成して、各種操作子、警告表示
部等を設けるようにしても、記録再生装置に接続した場合には、使い勝手の劣化を有効に
回避することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、各種映像機器に接続可能に外部記録装置を小型に作成して、各種操作
子、警告表示部等を設ける場合でも、本体機器に接続した場合の使い勝手の劣化を有効に
回避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施例を詳述する。
【実施例１】
【００１７】
　（１）実施例の構成
　図２は、本発明の実施例１の記録再生システムを示すブロック図である。この記録再生
システム１は、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２に外部記録装置３を接続して形成さ
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れる。ここで外部記録装置３は、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２等の各種映像機器
、コンピュータ等の情報機器に接続可能な、大容量のハードディスク装置を記録媒体に適
用した記録再生装置である。この外部記録装置３は、この外部記録装置３に設けられた各
種の操作子の操作により、各種設定を受け付けて動作し、また記録中等の各種の状態を示
すステータスを表示する。またカメラ一体型ビデオテープレコーダ等の本体装置に接続さ
れている場合には、この本体装置によって各種設定を受け付けて動作し、またこの本体装
置に各種ステータスを通知する。
【００１８】
　ここで図３（Ａ）～（Ｃ）に正面図、側面図、平面図を示すように、外部記録装置３は
、丸みを帯びた略直方体形状に形成され、背面に着脱可能にバッテリー４を保持する。ま
た外部記録装置３は、上端面に、各種ステータス、メニュー画面等を表示する表示部５、
この表示部５のメニュー画面表示を指示するメニュー表示の操作子６、表示部５のメニュ
ー画面表示を停止させる停止の操作子７、記録開始を指示する記録の操作子８が設けられ
る。また外部記録装置３は、側面に、早送りの操作子１０、再生の操作子１１、巻き戻し
の操作子１２、繰り返し再生の操作子１３、本体装置の遠隔制御による動作と外部記録装
置３の操作子の操作による動作とを切り換えるリンク切り換えの操作子１４、電源の操作
子１５、本体装置との接続コネクタ等が設けられる。
【００１９】
　なお表示部５にメニュー画面を表示している場合、早送りの操作子１０、巻き戻しの操
作子１２は、メニュー画面に表示したカーソルを移動させる操作子として機能し、再生の
操作子１１は、カーソルで指示されるメニューの選択を指示する実行の操作子として機能
する。また停止の操作子７は、メニュー画面を表示していない場合には、再生停止を指示
する再生停止の操作子として機能する。また電源の操作子１５は、中央位置で電源をオフ
し、中央位置から上下にそれぞれスライド操作すると、それぞれビデオモード及びコンピ
ュータモードで電源を立ち上げる。なおここでビデオモード及びコンピュータモードは、
それぞれ映像機器の外部記録装置として動作する動作モード及びコンピュータの外部記録
装置として動作する動作モードである。
【００２０】
　図４は、この外部記録装置３の構成を示すブロック図である。外部記録装置３において
、液晶表示装置（ＬＣＤ）５Ａは、表示部５を構成し、メインＣＰＵ２１の制御によりメ
ニュー画面、ステータス等を表示する。ハードディスク装置（ＨＤＤ）２２は、ビデオモ
ード用及びコンピュータモード用にパーテーションが区切られ、メインＣＰＵ２１の制御
によりメインＣＰＵ２１から出力されるデータを対応するパーテーションに記録し、また
記録したデータを再生してメインＣＰＵ２１に出力する。インターフェース（Ｉ／Ｆ）２
３は、ＩＥＥＥ１３９４の入出力回路であり、メインＣＰＵ２１の制御により本体装置と
の間で種々のデータを入出力する。
【００２１】
　メインＣＰＵ２１は、サブＣＰＵ２４、本体装置の制御により、インターフェース２３
を介して本体装置との間で種々のコマンド、ステータスを送受する。またメインＣＰＵ２
１は、インターフェース２３を介して本体装置からビデオデータ、オーディオデータ等を
入力し、この入力したデータをハードディスク装置２２に記録する。またこれとは逆にイ
ンターフェース２３を介してハードディスク装置２２から再生したデータを本体装置に出
力する。メインＣＰＵ２１は、メモリ２５をバッファメモリとして使用して、これらデー
タの記録再生処理を実行し、ビデオモードではキャッシュ録画の処理を実行する。なおこ
こでキャッシュ録画は、メモリ２５にビデオデータ及びオーディオデータを順次循環的に
記録した状態で録画の開始を待機すると共に、録画の開始が指示されると、このメモリ２
５に記録されているビデオデータ及びオーディオデータから記録を開始し、録画開始を指
示する前の数秒分を余分に録画する記録モードである。
【００２２】
　またメインＣＰＵ２１は、サブＣＰＵ２４との間で、サブＣＰＵ２４の処理に必要な種
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々のデータを送受する。またサブＣＰＵ２４からの落下検出の通知により、ヘッドの退避
をハードディスク装置２２に指示する。またサブＣＰＵ２４から通知される各種情報を表
示部５で表示する。なおここでこの情報表示は、メニュー画面の表示、この外部記録装置
３のステータス（録画中、再生中等のステータス、タイムコード、バッテリー４の残量等
）の表示である。
【００２３】
　落下センサ２６は、加速度センサであり、この外部記録装置３の落下を検出してサブＣ
ＰＵ２４に通知する。メモリ２７は、例えばＥＥＰＲＯＭで形成され、サブＣＰＵ２４の
プログラム、このプログラムの実行に必要な各種のデータを記録して保持する。従ってこ
の外部記録装置３において、このサブＣＰＵ２４が実行するプログラムは、事前に、この
外部記録装置３にインストールされて提供されるものの、これに代えて光ディスク、磁気
ディスク、メモリカード等の記録媒体に記録して提供するようにしてもよく、インターネ
ット等のネットワークを介したダウンロードにより提供するようにしてもよい。
【００２４】
　サブＣＰＵ２４は、このメモリ２７に記録したプログラムの実行により、操作子６～１
５の操作を監視して各種の設定を受け付け、さらには各部の動作を制御する。またメニュ
ー画面、ステータスを表示部５で表示するように、メインＣＰＵ２１の動作を制御する。
また本体装置の接続を監視し、本体装置が接続された場合は、この本体装置から各種設定
を受け付け、さらには各部の動作を制御する。また各種のステータスを本体装置で表示す
るように、本体装置にステータスを通知する。
【００２５】
　すなわちサブＣＰＵ２４は、操作子６の操作に応動してメインＣＰＵ２１にメニュー画
面の表示を指示する。またメニュー画面を表示した状態で、操作子７、１０～１３の操作
に応動してメニュー画面の表示を切り換え、各種設定を受け付ける。
【００２６】
　ここで図５は、このメニュー画面で表示するメニューを示す図表である。サブＣＰＵ２
４は、ユーザーが操作子６を操作してメニュー画面の表示を指示すると、ルート（ｒｏｏ
ｔ）に続く階層のメニュー（ＬＩＮＫ、ＣＡＭ　ＬＩＮＫ　ＴＹＰＥ、Ｃａｃｈｅモード
、……）を表示する。また操作子１０、１２の操作に応動してこのメニューの表示を順次
循環的にスクロールさせ、カーソルの位置を移動させる。また操作子１１の操作により、
カーソルで選択されたメニューの下位階層にメニュー画面の表示を切り換え、同様に操作
子１０、１２の操作に応動してカーソルの位置を移動させる。また操作子１１の操作によ
りメニューの選択を受け付け、この選択されたメニューに従って各部の設定、動作を制御
する。また操作子７の操作によりメニュー画面の表示を停止する。
【００２７】
　ここでＬＩＮＫは、ハードディスク装置２２の記録フォーマットを設定するメニューで
あり、ＡＵＴＯは、自動設定を選択するメニューであり、ＨＤＶは、ＨＤＴＶ（High Def
inition Television）の記録フォーマットを選択するメニューであり、ＤＶは、ＤＶ方式
の記録フォーマットを選択するメニューである。またＣＡＭ　ＬＩＮＫ　ＴＹＰＥは、本
体装置との動作の連係の設定メニューである。またＣａｃｈｅモードは、キャッシュ録画
のオンオフの設定メニューである。ＤＥＬＥＴＥは、ファイル削除のメニューであり、Ｌ
ＡＳＴ　ＳＨＯＴは最新に記録したファイルを削除するメニューであり、ＡＬＬは、記録
した全てのファイルを削除するメニューであり、ＦＯＲＭＡＴは、フォーマットの実行を
指示するメニューである。またＴＣ　Ｆｏｒｍａｔ、Ｓｌｅｅｐモードは、それぞれタイ
ムコードのフォーマットを設定するメニュー、スリープモードを設定するメニューであり
、Ｇセンサは、落下センサ２６を用いてヘッドを退避させるか否かの設定メニューである
。
【００２８】
　サブＣＰＵ２４は、このメニュー画面による設定に従って各部の動作を制御する。すな
わちサブＣＰＵ２４は、メニュー画面を表示していない状態で、記録の操作子８が操作さ
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れると、インターフェース２３を介して入力されるデータの記録をメインＣＰＵ２１に指
示し、順次入力されるデータをハードディスク装置２２に記録する。このときメニュー画
面による設定により、ハードディスク装置２２の記録フォーマットがＡＵＴＯに設定され
ている場合には、順次入力されるデータがＨＤＴＶのビデオデータか否か、メインＣＰＵ
２１で判定し、この判定結果に従って記録フォーマットを切り換える。また記録フォーマ
ットがＨＤＶ又はＤＶに設定されている場合には、それぞれＨＤＴＶフォーマット又はＤ
Ｖフォーマットの記録フォーマットで順次入力されるデータを記録する。またこのデータ
がビデオデータ及びオーディオデータの場合であって、ユーザーがキャッシュ録画をオン
に設定している場合には、キャッシュ録画するようにメインＣＰＵ２１を制御する。また
タイムコードのフォーマットがＡＵＴＯに設定されている場合には、順次入力されるビデ
オデータのタイムコードを記録し、タイムコードのフォーマットがＮＤＦ又はＤＦに設定
されている場合には、順次入力されるビデオデータのタイムコードをこれらの設定に対応
するフォーマットに変換して記録する。
【００２９】
　またさらにサブＣＰＵ２４は、記録中に停止の操作子７が操作されると、記録を停止す
るようにメインＣＰＵ２１を制御する。また記録中、再生中等のステータス、バッテリー
残量、タイムコード等を表示部５で表示するようにメインＣＰＵ２１を制御する。
【００３０】
　またサブＣＰＵ２４は、メニュー画面を表示していない状態で、再生の操作子１１が操
作されると、最も最近記録したファイルの再生をメインＣＰＵ２１に指示し、ハードディ
スク装置２２に記録した対応するファイルを再生する。また再生したデータをインターフ
ェース２３から出力するように各部の動作を制御する。またファイルを再生している状態
で、早送りの操作子１０、巻き戻しの操作子１２が操作されると、再生中のファイルを早
送り、巻き戻しし、停止の操作子７が操作されると、再生動作を停止制御する。また繰り
返し再生の操作子１３が操作されると、一定時間分だけ再生中のファイルを巻き戻しして
再生し、同一箇所の再生を繰り返す。
【００３１】
　これに対して本体装置への接続がメインＣＰＵ２１で検出されると、サブＣＰＵ２４は
、メインＣＰＵ２１を制御して本体装置との間で接続を確立する。また本体装置からの要
求により、図５で説明した各種のメニュー（後述するメニューリストである）を本体装置
に通知すると共に、この通知したメニューの選択を本体装置から受け付け、本体装置によ
り各種の設定を受け付ける。また本体装置の制御により、操作子７～１４が操作された場
合と同様に、各部の動作を制御する。またステータスの情報を本体装置に出力し、この本
体装置で各種ステータスを表示できるようにする。
【００３２】
　またサブＣＰＵ２４は、操作子１４が操作されて、本体装置による遠隔制御が選択され
ると、本体装置から出力されるビデオデータ及びオーディオデータを順次入力し、本体装
置からの記録開始、記録停止の指示に応動して、順次入力されるビデオデータ及びオーデ
ィオデータを記録する。
【００３３】
　図６（Ａ）及び（Ｂ）は、本体装置であるカメラ一体型ビデオテープレコーダ２の側面
図及び背面図である。なおこの側面図は、レンズを取り外した状態である。このカメラ一
体型ビデオテープレコーダ２は、上面に電子ビューファインダー３０が設けられ、背面に
着脱可能にバッテリー３１を保持する。またカメラ一体型ビデオテープレコーダ２は、背
面に、カメラ設定のオート／マニュアル操作を切り換える操作子３２、ゲイン調整の操作
子３３、シャッター速度設定の操作子３４、ホワイトバランス調整の操作子３５が設けら
れる。なおこれら操作子３３～３５は、操作子３２の操作によりマニュアル操作に設定さ
れた場合に、操作可能に設定される。またカメラ一体型ビデオテープレコーダ２は、背面
に、メニュー画面の表示を指示する操作子３６、このメニュー画面でカーソルを移動させ
、メニューを選択する押圧操作可能な回転操作子３７が設けられる。また右側面側には、
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録画開始／停止の操作子３９、電源の操作子４０、ズーム操作の操作子４１、静止画記録
を指示する操作子４２が設けられる。
【００３４】
　また左側側面には、開閉可能に扉４３が設けられ、この扉４３の内側に液晶表示装置に
よるモニタ用の表示部４４が設けられる。また左側側面には、このカメラ一体型ビデオテ
ープレコーダ２の光学系の操作をマニュアル操作に切り換えるカメラマニュアル操作子４
５、光学系をマニュアル操作する操作子４６、オートフォーカスの操作子４７、各種ユー
ザー設定の操作子４８～５０、フィルタのオンオフ操作子５１、フォーカス調整の領域切
り換えの操作子５２、マニュアル操作のフォーカス調整操作子５３が設けられる。また扉
４３を閉じた際に、この扉４３で覆われる部位に、再生停止、巻き戻し、再生、早送り、
スロー再生等の操作子５５～５９、一時停止、録画の操作子６０～６２、音量調整の操作
子６３、いわゆるゼブラ表示設定の操作子６４、表示部４４の表示に関する操作子６５、
各種ユーザー設定の操作子６６～６８が設けられる。また扉４３の下には、画質調整プロ
ファイルを選択する操作子７０、各種ステータスを確認するための操作子７１が設けられ
る。
【００３５】
　図７は、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２を示すブロック図である。このカメラ一
体型ビデオテープレコーダ２において、撮像素子８１は、例えばＣＭＯＳ（Complementar
y Metal-Oxide Semiconductor ）センサであり、撮像面に形成された光学像を光電変換処
理して出力する。カメラ駆動制御部８２は、ＧＵＩ（Graphical User Interface）制御部
８３の制御に従ってカメラ映像制御部８４、光学系を制御し、カメラ映像制御部８４は、
撮像素子８１の出力信号を信号処理して撮像結果のビデオデータをベースバンド制御部８
８に出力する。マイク８５は、撮影対象の音声を取得して音声信号を出力し、入出力回路
８６は、このマイク８５の音声信号を増幅して出力する。ＡＤ／ＤＡ回路８７は、この入
出力回路８６から出力される音声信号をアナログディジタル変換回路処理し、オーディオ
データをベースバンド制御部８８に出力する。なおこのカメラ一体型ビデオテープレコー
ダ２は、記録媒体に記録したビデオ信号及びオーディオ信号を再生して外部装置に出力で
きるように構成され、この場合、ＡＤ／ＤＡ回路８７は、ベースバンド制御部８８から出
力されるオーディオデータをアナログ信号に変換して出力し、入出力回路８６は、このア
ナログ信号を外部装置に出力する。
【００３６】
　ベースバンド制御部８８は、ＧＵＩ制御部８３の制御に従って動作を切り換え、撮像結
果の記録時、カメラ映像制御部８４から出力されるビデオデータ、ＡＤ／ＤＡ回路８７か
ら出力されるオーディオデータを処理し、ＨＤＶコーデック８９又はテープデッキ制御部
９２に出力する。また表示部４４、電子ビューファインダー（ＥＶＦ）３０で撮像結果の
モニタ画像を表示する。またモニタ画像を表示している状態で、ＧＵＩ制御部８３により
指示された各種ステータスをオンスクリーン表示する。またＧＵＩ制御部８３からメニュ
ー画面の表示が指示されると、表示部４４、電子ビューファインダー３０にメニュー画面
を表示する。
【００３７】
　これに対して撮像結果を再生してモニタする場合、ベースバンド制御部８８は、ＨＤＶ
コーデック８９又はテープデッキ制御部９２からビデオデータ及びオーディオデータを取
得し、ビデオデータのモニタ画像を表示部４４、電子ビューファインダー３０で表示する
。またこの場合も、モニタ画像を表示している状態で、ＧＵＩ制御部８３により指示され
たステータスをオンスクリーン表示し、さらにはメニュー画面を表示する。
【００３８】
　ＨＤＶコーデック８９は、撮像結果をＨＤＴＶフォーマットで記録する場合、ベースバ
ンド制御部８８から出力されるビデオデータをＨＤＴＶのビデオデータに変換し、ベース
バンド制御部８８から出力されるオーディオデータと共に符号化復号部９１に出力する。
これに対して撮像結果を再生してモニタする場合にあって、この撮像結果がＨＤＴＶフォ
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ーマットで記録されている場合、符号化復号部９１から出力されるビデオデータ及びオー
ディオデータを入力し、記録時とは逆に処理してベースバンド制御部８８に出力する。
【００３９】
　ＤＶコーデック９０は、撮像結果をＤＶフォーマットで記録する場合、ベースバンド制
御部８８から出力されるビデオデータをＤＶフォーマットのビデオデータに変換し、ベー
スバンド制御部８８から出力されるオーディオデータと共にテープデッキ制御部９２に出
力する。これに対して撮像結果を再生してモニタする場合にあって、この撮像結果がＤＶ
フォーマットで記録されている場合、テープデッキ制御部９２から出力されるビデオデー
タ及びオーディオデータを入力し、記録時とは逆に処理してベースバンド制御部８８に出
力する。
【００４０】
　符号化復号部９１は、撮像結果をＨＤＴＶフォーマットで記録する場合、ＨＤＶコーデ
ック８９から出力されるビデオデータ及びオーディオデータを符号化処理してテープデッ
キ制御部９２に出力する。これに対して撮像結果を再生してモニタする場合にあって、こ
の撮像結果がＨＤＴＶフォーマットで記録されている場合、テープデッキ制御部９２から
出力されるビットストリームをビデオデータ及びオーディオデータに復号し、ＨＤＶコー
デック８９に出力する。
【００４１】
　テープデッキ制御部９２は、メカ駆動制御部９３の制御により磁気テープ走行系を制御
し、符号化復号部９１、ＤＶコーデック９０の出力データを順次磁気テープに記録する。
また再生時、磁気テープからビデオデータ及びオーディオデータを再生して符号化復号部
９１又はＤＶコーデック９０に出力する。
【００４２】
　従ってこのカメラ一体型ビデオテープレコーダ２では、撮像素子８１で取得した撮像結
果をベースバンド制御部８８で処理して表示部４４、電子ビューファインダー３０で表示
し、撮像結果のモニタ画像を表示する。またこの撮像結果をＨＤＴＶフォーマットで記録
する場合には、ベースバンド制御部８８から出力されるビデオデータ及びオーディオデー
タをＨＤＶコーデック８９、符号化復号部９１、テープデッキ制御部９２で順次処理して
磁気テープに記録する。また撮像結果をＤＶフォーマットで記録する場合には、ベースバ
ンド制御部８８から出力されるビデオデータ及びオーディオデータをＤＶコーデック９０
、テープデッキ制御部９２で順次処理して磁気テープに記録する。
【００４３】
　また磁気テープに記録された撮像結果を再生してモニタする場合に、この撮像結果がＨ
ＤＴＶフォーマットで記録されている場合には、テープデッキ制御部９２、符号化復号部
９１、ＨＤＶコーデック８９で磁気テープ出力を順次処理して元のビデオデータ及びオー
ディオデータを再生し、この再生したビデオデータをベースバンド制御部８８で処理して
表示部４４、電子ビューファインダー３０で表示する。また撮像結果がＤＶフォーマット
で記録されている場合には、テープデッキ制御部９２、ＤＶコーデック９０で磁気テープ
出力を順次処理してビデオデータ及びオーディオデータを再生し、この再生したビデオデ
ータをベースバンド制御部８８で処理して表示部４４、電子ビューファインダー３０で表
示する。
【００４４】
　ＬＩＮＫ制御部９４は、ＩＥＥＥ１３９４の入出力回路であり、外部装置が接続される
と、メカ駆動制御部９３の制御によりこの外部装置との間で接続を確立し、種々のデータ
を入出力する。また外部装置との間でビデオデータ及びオーディオデータを入出力し、こ
の入出力するビデオデータのフォーマットに応じて、テープデッキ制御部９２、符号化復
号部９１、ＤＶコーデック９０との間で、外部装置との間で入出力するビデオデータ及び
オーディオデータを送受する。
【００４５】
　メカ駆動制御部９３は、このカメラ一体型ビデオテープレコーダ２の記録再生系を制御
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する制御回路であり、ＧＵＩ制御部８３の制御により各部を制御する。
【００４６】
　ＧＵＩ制御部８３は、図示しないメモリに記録したプログラムを実行する演算処理手段
であり、カメラ駆動制御部８２、メカ駆動制御部９３を介してこのカメラ一体型ビデオテ
ープレコーダ２全体の動作を制御する。従ってこのカメラ一体型ビデオテープレコーダ２
において、このＧＵＩ制御部８３が実行するプログラムは、事前に、このカメラ一体型ビ
デオテープレコーダ２にインストールされて提供されるものの、これに代えて光ディスク
、磁気ディスク、メモリカード等の記録媒体に記録して提供するようにしてもよく、イン
ターネット等のネットワークを介したダウンロードにより提供するようにしてもよい。
【００４７】
　すなわちＧＵＩ制御部８３は、操作子３６の操作に応動してメニュー画面を表示部４４
、電子ビューファインダー３０で表示し、このメニュー画面におけるメニューの選択によ
り、各部の設定を受け付ける。このときＧＵＩ制御部８３は、外部記録装置３が接続され
ていない場合には、このメニュー画面の表示によりカメラ一体型ビデオテープレコーダ２
のみの設定を受け付ける。
【００４８】
　すなわち図８は、この外部記録装置３が接続されていない場合のメニュー画面を示す平
面図である。ＧＵＩ制御部８３は、操作子３６が押圧操作されると、図８（Ａ）に示すよ
うに、設定対象を区分するメニューを表示する。ここで「×」は、表示を終了するメニュ
ーであり、「カメラ」、「メモリ」は、撮像部、記録再生部をそれぞれ選択するメニュー
であり、「本体」は、撮像部、記録再生部以外に関する項目を選択するメニューである。
ＧＵＩ制御部８３は、操作子３７の回転操作に応じてこのメニュー画面上でカーソルを移
動させ、操作子３７の押圧操作に応動してカーソル位置のメニューの選択を受け付ける。
【００４９】
　ＧＵＩ制御部８３は、このメニューの選択により、図８（Ｂ）に示すように下位階層の
メニューを表示する。またこの下位階層のメニューにおいて、操作子３７の操作に応動し
てメニューの選択を受け付け、図８（Ｃ）に示すように、さらに下位階層のメニューを表
示してこのカメラ一体型ビデオテープレコーダ２の設定を受け付ける。
【００５０】
　これに対して外部記録装置３が接続されている場合には、このメニュー画面の表示によ
り、併せて外部記録装置３の設定を受け付ける。このためＧＵＩ制御部８３は、ＬＩＮＫ
制御部９４で外部装置の接続が検出されると、図９の処理手順を実行して、メニュー画面
で表示するメニューの情報であるメニューリストを取得する。すなわちＧＵＩ制御部８３
は、ＬＩＮＫ制御部９４で外部装置の接続が検出されると、ＬＩＮＫ制御部９４の動作を
制御して外部装置との間で接続を確立する。また接続を確立すると、ＬＩＮＫ制御部９４
を介して、メニューリストの送信を外部装置にリクエストする。ここでこの外部装置への
リクエストに対して何ら応答が得られない場合、ＧＵＩ制御部８３は、この図９の処理を
打ち切り、外部装置が接続されていない場合と同一に、メニュー画面を表示し、このカメ
ラ一体型ビデオテープレコーダ２についてのみ設定を受け付ける。
【００５１】
　これに対してこの外部装置が外部記録装置３の場合、このリクエストに応動してメニュ
ーリストが送出され、ＧＵＩ制御部８３は、このメニューリストを取得する。ここでこの
メニューリストは、図５で説明したＬＩＮＫ、ＣＡＭ　ＬＩＮＫ　ＴＹＰＥ、Ｃａｃｈｅ
モード、……等の、ルート直下の各メニューのリストであり、それぞれ各メニューの名称
、下位階層のメニュー項目である選択可能な設定値の一覧、この一覧の設定値のうちで現
在、外部記録装置３で設定されている設定値が割り当てられる。
【００５２】
　ＧＵＩ制御部８３は、メニューリストを１つ取得すると、外部装置にメニューリストの
受信完了を通知する。外部記録装置３は、この受信完了通知により、未だ未送信のメニュ
ーリストが存在する場合には、メニューリストの残りが存在する旨、通知し、全てのメニ
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ューリストを送信した場合には、その旨、通知する。
【００５３】
　この通知に対応して、ＧＵＩ制御部８３は、全てのメニューリストを受信するまで、繰
り返し、メニューリストをリクエストして取得し、全てのメニューリストを受信すると、
この図９の処理を終了する。従ってＧＵＩ制御部８３は、この図９の処理により、図５に
ついて上述した外部記録装置３のメニュー画面で表示する各項目の情報を取得する。
【００５４】
　またこのようにして外部記録装置３のメニュー画面で表示する各項目の情報を取得して
、ユーザーが操作子３６を操作してメニュー画面の表示を指示すると、図８（Ａ）との対
比により図１（Ａ）に示すように、外部装置が接続されていない状態で表示する設定対象
を区分するメニューに、外部装置のメニューを表示する。また操作子３７の操作に応動し
てこの外部装置のメニューが選択されると、図１（Ｂ）に示すように、図９の処理手順で
取得したメニューリストに記載のメニューの名称を一覧表示する。また操作子３７の操作
に応動してこの一覧表示におけるメニューの選択を受け付け、図１（Ｃ）に示すように、
具体的な設定内容を表示する。なおこのとき、ＧＵＩ制御部８３は、始めに現在の設定位
置にカーソルを表示し、外部装置の現在の設定をユーザーに通知する。また操作子３７の
操作に応動してこの具体的な設定内容の選択を受け付ける。またこの選択を受け付けた設
定内容を、図１０に示す処理手順により外部記録装置３に通知し、外部記録装置３を設定
する。
【００５５】
　すなわちＧＵＩ制御部８３は、ユーザーにより外部記録装置３に関する最下位のメニュ
ーが選択されると、この選択されたメニューの上位のメニューを特定するメニューＩＤ、
この選択されたメニューに対応する設定値を外部記録装置３に通知し、外部記録装置３か
ら設定の完了通知を受けてこの処理手順を終了する。なおこのメニューＩＤは、例えば図
９の処理において、送信の順序で設定された、各メニューリストに固有のＩＤである。
【００５６】
　またＧＵＩ制御部８３は、このメニュー画面の表示において、ユーザーがメモリのメニ
ューを選択すると、記録再生系の各種設定項目を表示し、ユーザーの選択を受け付ける。
このとき、外部記録装置３が接続されている場合には、図１１に示すように、再生対象を
選択するメニュー（ＶＴＲ　ＫＥＹ）を表示対象に加えてメニューを表示する。またこの
再生対象を選択するメニュー（ＶＴＲ　ＫＥＹ）が選択されると、このカメラ一体型ビデ
オテープレコーダ２を選択するメニュー（ＣＡＭＥＲＡ）と、外部記録装置３を選択する
メニュー（ＥＸＴ　ＤＥＶＩＣＥ）を表示する。またカメラ一体型ビデオテープレコーダ
２を選択するメニュー（ＣＡＭＥＲＡ）のメニューが選択されると、カメラ一体型ビデオ
テープレコーダ２に装填された磁気テープを再生対象に設定し、外部記録装置３を選択す
るメニュー（ＥＸＴ　ＤＥＶＩＣＥ）が選択されると、外部記録装置３を再生対象に設定
する。
【００５７】
　これに対してＧＵＩ制御部８３は、操作子４０の操作により撮像結果を取得し、表示部
４４、電子ビューファインダー３０でモニタ画像を表示する。この状態で、操作子３９が
操作されると、メニュー画面でユーザーが設定したフォーマットでこの撮像結果を磁気テ
ープに記録する。このとき外部装置が接続され、かつこの外部装置が記録装置の場合、こ
の外部装置にビデオデータ及びオーディオデータを出力する。また操作子３９が操作され
るとこの操作子３９の操作に応動して、記録開始、記録終了の指示を外部装置に通知する
。なおこの外部装置が記録装置であるか否かの識別は、例えばこの外部装置との接続確立
の際に検出された外部装置の種別に基づいて実行される。
【００５８】
　この外部装置への通知により、このカメラ一体型ビデオテープレコーダ２に接続された
外部記録装置３は、操作子１４で本体装置の遠隔制御が選択されている場合、カメラ一体
型ビデオテープレコーダ２における操作子の操作に応動して、カメラ一体型ビデオテープ
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レコーダ２のメニュー画面による設定、又は外部記録装置３のメニュー画面による設定に
従って、順次、撮像結果をハードディスク装置２２に記録することになる。
【００５９】
　またＧＵＩ制御部８３は、外部装置が接続されていない状態で、再生に関する操作子５
５～５９が操作されると、これらの操作子５５～５９の操作に応動して各部の動作を制御
し、磁気テープに記録された撮像結果を再生してモニタ画像を表示する。また外部記録装
置３が接続されている場合にあっても、再生対象がカメラ一体型ビデオテープレコーダ２
に設定されている場合（図１０参照）、操作子５５～５９の操作に応動して各部の動作を
制御し、磁気テープに記録された撮像結果を再生してモニタ画像を表示する。
【００６０】
　これに対して外部記録装置３が接続された状態で、再生対象が外部記録装置３に設定さ
れている場合、ＧＵＩ制御部８３は、操作子５５～５９の操作を外部記録装置３に通知し
、外部記録装置３を遠隔制御してハードディスク装置２２に記録されたビデオデータ、オ
ーディオデータを再生する。またこの再生したビデオデータ及びオーディオデータを取得
し、モニタ画像を表示する。
【００６１】
　またＧＵＩ制御部８３は、記録再生時にモニタ画像を表示した状態で、ユーザーが操作
子７１を操作すると、このカメラ一体型ビデオテープレコーダ２の各種ステータスを表示
する。またこの表示を操作子３７の操作に応動して順次頁送りして表示する。
【００６２】
　このときＧＵＩ制御部８３は、外部記録装置３が接続されている場合には、外部記録装
置３に一定周期でステータスの通知を要求し、外部記録装置３のステータスを取得する。
またＧＵＩ制御部８３は、図１２に示すように、操作子３７の操作に応動して、頁送りの
最後尾のページに、この取得したステータスの情報を割り当てて表示する。なおここでこ
の図１２の例では、外部記録装置３が記録中であることを示す表示（ＲＥＣ）、現在のタ
イムコード（００：２９：００：２８）が表示され、また表示中のステータスが外部記録
装置３のものであることの表示（ＥＸＴ　ＤＥＶＩＣＥ）、頁（５／５）、外部記録装置
の各種設定が表示される。
【００６３】
　（２）実施例の動作
　以上の構成において、この記録再生システム１を構成するカメラ一体型ビデオテープレ
コーダ２は、単独で使用することができ、この場合、撮像素子８１で得られた撮像結果が
カメラ映像制御部８４で処理された後、ベースバンド制御部８８を介して表示部４４、電
子ビューファインダー３０で表示され、撮像結果をモニタすることが可能となる（図６及
び図７）。またベースバンド制御部８８から出力されるビデオデータ及びオーディオデー
タが、操作子３９の操作により、テープデッキ制御部９２に出力されて磁気テープに記録
される。
                                                                                
  
【００６４】
　またメニューの操作子３６の操作により、表示部４４、電子ビューファインダー３０に
メニュー画面が表示され（図８）、このメニュー画面でメニューを選択することにより、
磁気テープに記録するビデオデータ及びオーディオデータのフォーマット等が設定され、
例えばＨＤＶフォーマットで記録する場合、ベースバンド制御部８８から出力されるビデ
オデータ及びオーディオデータが、ＨＤＶコーデック８９、符号化復号部９１で順次処理
されて磁気テープに記録されるのに対し、ＤＶフォーマットで記録する場合、ベースバン
ド制御部８８から出力されるビデオデータ及びオーディオデータが、ＤＶコーデック９０
で処理されて磁気テープに記録される。
【００６５】
　また再生処理に関する操作子５５～５９等の操作に応動して、磁気テープに記録された
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撮像結果がテープデッキ制御部９２で再生され、符号化復号部９１、ＨＤＶコーデック８
９で順次処理されて、又はＤＶコーデック９０で処理されて、ベースバンド制御部８８に
入力される。またこのベースバンド制御部８８に入力された撮像結果が表示部４４、電子
ビューファインダー３０で表示され、磁気テープに記録した撮像結果をモニタすることが
可能となる。
【００６６】
　また撮像結果のモニタ画像を表示した状態で、ステータスを確認する操作子７１が操作
されると、このカメラ一体型ビデオテープレコーダ２の各種ステータスが表示部４４、電
子ビューファインダー３０でオンスクリーン表示され、また操作子３７の操作によりこの
オンスクリーン表示が頁送りされ、例えばバッテリー残量、現在の各種設定等を確認する
ことが可能となる（図１２）。
【００６７】
　これに対して外部記録装置３は、各種の映像機器に接続してビデオデータ及びオーディ
オデータを入力するようにして、操作子８の操作により、順次入力されるビデオデータ及
びオーディオデータがメインＣＰＵ２１で処理されてハードディスク装置２２に記録され
る（図４）。また操作子６の操作により表示部５にメニュー画面が表示され、操作子１０
～１２を操作してこのメニュー画面に表示したメニューを選択することにより、記録時の
フォーマット等を設定することができる（図５）。またメニュー画面を表示していない状
態で、操作子１０～１２を操作すると、ハードディスク装置２２に記録したデータが再生
されてインターフェース２３から出力され、例えばモニタ装置に接続してハードディスク
装置２２に記録したビデオデータ及びオーディオデータをモニタすることが可能となる。
また記録再生時には、表示部５に、再生中、記録中、バッテリー残量等のステータスが表
示される。
【００６８】
　従ってこの外部記録装置３は、ビデオデータ及びオーディオデータを入出力する各種の
映像機器に接続してビデオデータ及びオーディオデータの記録再生に利用することができ
る。しかしながらこの外部記録装置３は、小型化すればする程、操作子の操作が困難にな
る。従って操作子の操作による各種設定作業が面倒になり、また記録、再生の操作も面倒
になり、使い勝手が悪くなる。またバッテリー残量等のステータスを確認する場合でも、
いちいち外部記録装置３に設けられた小さな表示部５で確認することが必要になり、これ
によっても使い勝手が悪くなる。特に、この外部記録装置３は、操作子１０～１２をメニ
ュー画面におけるメニューの選択操作と、ハードディスク装置２２に記録したデータの再
生操作とで兼用しており、単に使い勝手が悪くなるだけでなく、小型化により誤操作する
恐れもある。
【００６９】
　そこでカメラ一体型ビデオテープレコーダ２に外部記録装置３を接続して形成される記
録再生システム１では（図２）、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２から外部記録装置
３にメニューリストがリクエストされ、これに応動してメニューリストが外部記録装置３
からカメラ一体型ビデオテープレコーダ２に通知される（図９）。
【００７０】
　またユーザーがカメラ一体型ビデオテープレコーダ２側で操作子３６を操作してメニュ
ー画面の表示を指示すると、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２で表示するメニュー画
面の大項目に、外部機器を示すメニューが設けられてメニュー画面が表示され（図１（Ａ
））、この外部機器を示すメニューの選択により、外部記録装置３から取得されたメニュ
ーが順次表示される（図１（Ｂ）及び（Ｃ））。またこの外部記録装置３から取得したメ
ニューが選択されると、このメニューの選択が外部記録装置３に通知され、外部記録装置
３でメニュー画面を操作した場合と同一に、記録フォーマット等の各種の設定処理が実行
される（図１０）。
【００７１】
　従ってこの場合、何ら外部記録装置３を操作することなく、本体装置であるカメラ一体
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型ビデオテープレコーダ２側の操作だけで、外部記録装置を種々に設定することができ、
各種映像機器に接続可能に外部記録装置を小型に作成して、各種操作子、警告表示部等を
設ける場合でも、本体機器に接続した場合の使い勝手の劣化を有効に回避することができ
る。
【００７２】
　特にこのカメラ一体型ビデオテープレコーダ２では、カメラ一体型ビデオテープレコー
ダ２で表示するメニューに、外部記録装置３から取得したメニューを加えてメニュー画面
を表示することから、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２を種々に設定する場合と同一
の統一の取れた操作により、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２を設定する際に、同時
に外部記録装置３を種々に設定することができる。従って記録再生システム１として見た
場合に、何ら本体装置、外部記録装置を意識することなく、外部記録装置３を種々に設定
することができ、使い勝手を向上することができる。
【００７３】
　またこのように外部記録装置３を接続して、撮像結果を表示部４４、電子ビューファイ
ンダー３０で表示している状態で、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２では、メニュー
画面における設定に従って、ＨＤＴＶフォーマットで撮像結果を記録する場合には、符号
化復号部９１から出力されるビデオデータ及びオーディオデータによるビットストリーム
がＬＩＮＫ制御部９４を介して外部記録装置３に出力される。またＤＶフォーマットで撮
像結果を記録する場合には、ＤＶコーデック９０から出力されるビデオデータ及びオーデ
ィオデータによるビットストリームがＬＩＮＫ制御部９４を介して外部記録装置３に出力
される。またユーザーが操作子３９を操作して撮像結果の記録開始、記録停止を指示する
と、この記録開始、記録停止の指示がＬＩＮＫ制御部９４を介して外部記録装置３に通知
される。
【００７４】
　外部記録装置３では、操作子１４が操作されて本体装置による遠隔制御が選択されてい
る場合には、この記録開始、記録停止の指示に応動して、カメラ一体型ビデオテープレコ
ーダ２から出力されるビデオデータ及びオーディオデータによるビットストリームがハー
ドディスク装置２２に記録され、またこの記録が停止制御される。従ってこの場合、外部
記録装置３では何ら操作子を操作しなくても、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２の操
作子３９の操作に応動して撮像結果を記録することができ、これによっても本体機器に接
続した場合の使い勝手の劣化を有効に回避することができる。
【００７５】
　これに対してメニュー画面で再生対象を外部記録装置３に設定して（図１１）、カメラ
一体型ビデオテープレコーダ２で再生に関する操作子５５～５９が操作されると、これら
操作子５５～５９の操作が外部記録装置３に通知される。外部記録装置３では、この操作
子５５～５９の操作の通知により、これら操作子５５～５９に対応する操作子７、１０～
１３が操作された場合と同様にして、ハードディスク装置２２に記録された撮像結果を再
生してカメラ一体型ビデオテープレコーダ２に出力し、カメラ一体型ビデオテープレコー
ダ２では、この外部記録装置３から入力される撮像結果が表示部４４、電子ビューファイ
ンダー３０で表示される。従って再生の操作に関しても、外部記録装置３では何ら操作子
を操作しなくても、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２の操作子５５～５９の操作に応
動して撮像結果を再生することができ、これによっても本体機器に接続した場合の使い勝
手の劣化を有効に回避することができる。
【００７６】
　また外部記録装置３が接続された場合には、一定の時間間隔で、外部記録装置３のステ
ータスがカメラ一体型ビデオテープレコーダ２で取得され、ユーザーが操作子７１を操作
してステータスの表示を指示した場合、外部記録装置３のステータスが、カメラ一体型ビ
デオテープレコーダ２のステータスと共に表示される。
【００７７】
　従ってこの記録再生システム１では、いちいち外部記録装置３の表示部５で表示される
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ステータスを確認しなくても、カメラ一体型ビデオテープレコーダ２のステータスと同時
に、外部記録装置３のステータスを確認することが可能となる。従ってこれによっても本
体機器に接続した場合の使い勝手の劣化を有効に回避することができる。
【００７８】
　（３）実施例の効果
　以上の構成によれば、本体装置に外部記録装置が接続された場合には、本体装置に外部
記録装置のメニューを通知して本体装置で外部記録装置の設定を受け付けることにより、
各種映像機器に接続可能に外部記録装置を小型に作成して、各種操作子、警告表示部等を
設ける場合でも、本体機器に接続した場合の使い勝手の劣化を有効に回避することができ
る。
【００７９】
　特にこの実施例では、この本体装置がビデオデータ及びオーディオデータを記録再生す
るカメラ一体型ビデオテープレコーダであることから、ビデオデータのモニタ画像を表示
する表示部で外部記録装置のメニュー画面を表示して種々に設定することができ、使い勝
手を一段と向上することができる。
【００８０】
　またこの本体装置側の記録再生用操作子の操作を外部記録機器に通知し、外部記録装置
における記録再生の処理を制御することにより、記録再生の操作に関しても、使い勝手の
劣化を有効に回避することができる。
【００８１】
　また外部記録装置のステータスを外部記録装置から取得して本体装置の表示部で表示す
ることにより、ステータスの確認に関しても、使い勝手の劣化を有効に回避することがで
きる。
【実施例２】
【００８２】
　なお上述の実施例においては、本体装置にカメラ一体型ビデオテープレコーダを適用し
た場合について述べたが、本発明はこれに限らず、カメラ一体型ビデオテープレコーダ以
外の、ビデオデータ及びオーディオデータを入出力する各種映像機器に外部記録装置を接
続する場合に広く適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明は、例えばカメラ一体型ビデオテープレコーダとこのカメラ一体型ビデオテープ
レコーダに接続された外部記録装置とのシステムに適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】本発明の実施例１の記録再生システムにおける外部記録装置を接続した場合のメ
ニュー画面を示す平面図である。
【図２】本発明の実施例１の記録再生システムを示す略線図である。
【図３】図２の記録再生システムの外部記録装置を示す正面図、側面図、平面図である。
【図４】図２の記録再生システムの外部記録装置を示すブロック図である。
【図５】図４の外部記録装置におけるメニュー画面の説明に供する略線図である。
【図６】図２の記録再生システムのカメラ一体型ビデオテープレコーダを示す正面図、側
面図である。
【図７】図２の記録再生システムのカメラ一体型ビデオテープレコーダを示すブロック図
である。
【図８】図６のカメラ一体型ビデオテープレコーダにおけるメニュー画面を示す平面図で
ある。
【図９】図１のメニュー画面の表示の説明に供するタイムチャートである。
【図１０】外部記録装置の設定の説明に供するタイムチャートである。
【図１１】再生対象の設定の説明に供する平面図である。
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【図１２】ステータスの表示を示す平面図である。
【符号の説明】
【００８５】
　１……記録再生システム、２……カメラ一体型ビデオテープレコーダ２……外部記録装
置、５、４４……表示部、６～１５、３２～７１……操作子、２１……メインＣＰＵ２１
……ハードディスク装置、２４……サブＣＰＵ、３０……電子ビューファインダー、８１
……撮像素子、８３……ＧＵＩ制御部、９２……テープデッキ部
                                                                                

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【図１２】
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